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日本を元気に！
SPECIAL

INTERVIEW 黒木 啓司
EXILE、THE SECOND from EXILE のパフォーマーとしてだけではな
く、俳優としても活躍中の黒木啓司。主に舞台やテレビドラマに出演してき
たが、今月ついに初主演映画「クロスロード」が公開される。

初主演映画が公開

KEIJI　KUROKI
EXILE/THE SECOND from EXILE

撮影：辰根東醐

一木「今月初の主演映画『クロスロー
ド』が公開されますが、どんな映画な
んですか」
黒木「青年海外協力隊の50周年記
イベントのひとつとしてやらせてい
ただいたのですが、僕自身、青年海
外協力隊がどんな活動をしているの
か、撮影に入るまではあまり知り
ませんでした。沢田樹というカメ
ラマンのアシスタントの役だっ
たのですが、樹も青年海外協力
隊のことをあまり知らずに、海
外に行って自分の夢を叶えた
いという考えの人間だった。
フィリピンに派遣されて、だ
んだんと変わっていくところ
がこの映画の見どころだと
思います。僕自身、撮影で
フィリピンに滞在したのです
が、そこで見た風景に衝撃

を受けました。マニラ市内でも裸足で
歩いている人、物乞いをする子どもた
ち、そして夜道路で寝る母親のそばに
は真っ黒になった裸の赤ちゃんが普通
に寝ている。そんな光景を目の当たり
にして、日本は恵まれているなと思っ
たし、そういう環境をなんとかしたい
と思って、青年海外協力隊の人が行く
んだろうなと分かりました。マニラは
銀座みたいな一角もあるんですが、10
分ぐらい行くと、市場にしても道路に
しても川にしても汚れていて、異臭も
すごい。そういうのを見て、感じると
現地に行ってリアルに物事を感じるこ
とが人の心を動かすんだなと思いまし
た。また、そういう現状を変えるには
子供たちが学校に行くという環境を整
えて、与えていき新しい未来をつくっ
ていってあげないといけないのかなと
いう気がしました」

リアルに物事を感じることが人の心を動かす
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出会いがあることで人は成  長できる

OKAYAMA MOVE UP 総合プロデューサー　
一木広治（ICHIKI KOJI）

株式会社ヘッドライン代表取締役社長 / 二十一世紀倶
楽部理事・事務局長 / 夢の課外授業総合プロデューサー 
/2020東京オリンピックパラリンピック招致委員会事業・
広報アドバイザー（2011年～2013年） / LDH顧問エグ
ゼクティブプロデューサー / ローソン・ローソンHMVエ
ンタテインメント顧問 / チヨダ顧問 / 総合PR会社 vector
（ベクトル）顧問 / USEN顧問 / 株式会社ファインシード
顧問 / 株式会社MOCA ENTERTAINMENT（フォーシー
ズグループ）顧問 / スリープセレクト顧問 / 淑徳大学人文
学部表現学科客員教授 / 早稲田大学理工学部EDGEプロ
グラム講師 / NEXT INNOVATOR2015サポーター / 経済
産業省JAPAN MOVE UPワーキンググループ・プロデュー
サー

　OKAYAMA MOVE UP Vol.17の発行
を記念し、今回巻頭インタビューで登場
いただいた黒木啓司のサイン色紙をプレ
ゼント。ご希望の方はOKAYAMA MOVE 
UPのフェイスブックページをチェック！

OKAYAMA MOVE UP

黒木啓司のサイン色紙を
プレゼント！

一木「撮影中、苦労したことはありました
か？また、撮影していない時は何をしてい
ましたか？」
黒木「英語のセリフが結構あったんです
けど、それを覚えるのが大変でした。ただ、
言葉を伝えるという感情は一緒なので、ま
ず日本語で言ってみて、その感情に言葉
を乗っけていくっていう作業をしました。
ただ、こっちから言う場合はいいんですけ
ど、フィリピンの役者さんが、台本通りの
セリフではなく、その場に適した言葉や言
い回しに変えてくることがあって、演技や
セリフを返すタイミングに戸惑うことがあ
り、そのやりとりだけで時間が過ぎていっ

たこともありました。また撮影以外でもみ
んなでずっと同じホテルに滞在していたの
で、一緒にご飯を食べたり、お酒を飲ん
だりしていました。映画に出演しているノ
エル役の子がいるんですけど、この子は
役者ではなく、本当にお父さんとお母さん
が普段家にいない貧しい生活をしている
んですね。ですからある時ノエルと思い出
作りでナイトマーケットに行き、靴をプレ
ゼントしてあげました。また、大人の役者
さんとはバギオカントリークラブっていう、
こっちでいうクラブみたいなところに繰り
出して一緒に踊ったりもしました」

外国語でも言葉を伝える感情は同じ

一木「自分と照らし合わせて、沢田樹と
いう人間はどういう人間ですか」
黒木「まず、台本を読んだ時に、僕が等
身大でできる役だなと思いました。それは
男性なら誰もが通る道だと思うんですけ
ど、若いうちは親に対しての反抗心があっ
たり、世間知らずなところがあったり、夢
を叶えるにはどうしたらいいか葛藤やもが
きがあったりする。それが人と触れ合うこ
とにより成長し、最終的には親のありがた
みや人の優しさが分かる人間に成長して
いく。それを描いたこの映画は沢田樹とい

う男の成長物語だと思います。僕自身も
これまで、いろいろな人と出会って、その
人たちの力でたくさんの困難を乗り越えて
こられた。一人じゃ何もできないし、結局
出会いがあることで成長できるんだと身
をもって感じますね。ダンスを始めたころ
の先生やHIROさんはじめJSB、そしても
ちろんEXILEのメンバーもそう。ほかに
も今でもクラブシーンで活躍する、EXILE
に入る前に一緒にダンスをやっていた仲
間たち。数え切れない出会いによって、自
分は支えられてきたんだなと思います」

出会った人たちによって支えられてきた

一木「EXILEのパフォーマー、そして俳
優として映画に主演するなど、次々に夢を
叶えてきた黒木さんですが、今後の夢は
何かありますか？」
黒木「まずはEXILEのオリジナルメンバー
３名、MATSUさん、ÜSAさん、MAKIDAI
さんが勇退されるということで、HIROさ
んの時も思ったんですが、EXILEの血を
より濃くしていかなきゃいけないなと思っ
ています。また残ったメンバーで新しい
EXILEを作っていかなきゃいけないという
気持ちも。ATSUSHIくんともそういう話

をしますよ。“これからが僕たちの正念場
だね ”って。個人的には、故郷である九
州を活性化させるような活動を新たにでき
ればなと思っています。例えば、いろいろ
なアーティストを集めてフェスをやったり、
それを九州だけではなく、アジアに広げた
りするとか。そこに、集まる若い人や子ど
もを手助けして、同じ夢のステージにあが
れるとか、そういう夢も与えられるような
ことをやっていきたいと思っています」

新しいEXILEを作っていきたい

一木「素晴らしいですね。では最後に読
者にメッセージをお願いします」
黒木「今回、この映画をきっかけに、僕
も青年海外協力隊を知ることができまし
た。普段からボランティアは身近にあり、
日本を元気にということで、ÜSAさんたち
と復興支援で東北に行ったり、ライジング
サンプロジェクトに関わらせていただき、
子どもたちと触れ合ったりしています。ほ
かにも福祉活動に参加させていただく中、
ボランティアって重く考えずに、例えばゴ
ミを拾うのだってボランティアだし、人に
優しくするのも広い意味でいえばボラン
ティアなんじゃないかと思うようになりま

人を笑顔にできるアーティストになりたい
した。ですから、みんなが小さいことから、
身近なことから、人のためにできることを
やったらいいんじゃないかなって。また、
今回はフィリピンにクローズアップしてい
るので、これを機会にフィリピンのことを
もっと分かっていただき、この映画で伝え
たいメッセージをみなさんに届けたいとい
う気持ちで演じたので、ぜひ１人でも多く
の人にこの作品を見ていただけたらと思い
ます。また、EXILEのメンバーとして、こ
れからもLove、Dream、Happinessを届
け、人を笑顔にできるアーティストを目指
しもっともっと頑張っていくので、ずっと
応援していただけたら、うれしいですね」
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出会いがあることで人は成  長できる
読者からの質問に黒木啓司が直接答える
答えて！ 黒木啓司さん

◆役柄と黒木さんとが似てるなぁと思うところは
どんなところでしょうか？（えみちゃんねる）

　男だったら誰もが通るような反抗期や、親に対して
の態度。自分も若いころはそういうところがあったな
と。そこが似てると思います。

◆私は趣味で写真を撮っています、メンバーのネ
スミスさんも写真撮っていますよね！　今回の役
はカメラマンの助手から始まりますが、実際に写
真を撮る側だったらKEIJIさんはどんな写真を撮
りたいですか？（めぐみ）

　風景とかも面白いんでしょうけど、やっぱり人を撮
るというのは面白そうな気がします。特に人の気持ち
があふれる瞬間など、人間の感情をとらえてみたい。

◆啓司さん初主演のクロスロード、すごく楽しみ
にしてます。予告編見ましたが、英語での台詞が
多かったように思いました。その中で1番覚える
のが大変だった台詞はなんですか？（みっちゃん）

　Thank you（笑）。サンキューなのか、テンキュー
なのかどっち？って。というか、もう英語のセリフは
覚えてない（笑）。むしろ捨てないといけないですか
ら。あと、座って下さいという意味のSit downのSit
がShitに聞こえるって言われた。ちくしょうとかくそっ
ていう意味なんですけど。それで結構現地の人に笑
われました。

『クロスロード』
2015年11月28日（土） 全国ロードショー

【出演】黒木啓司（EXILE）、渡辺
大、TAO、アローディア、飯伏幸
太（DDT プロレス／新日本プロ
レス）、山本未來、加藤雅也（友
情出演）、榊原るみ、長塚京三

【URL】http://crossroads.toeiad.
co.jp/　©「クロスロード」製作委員会
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日本を元気に！
SPECIAL
INTERVIEW Dream 女性4人からなるガールズ・エンターテインメントグ

ループ、Dream（ドリーム）がニューシングル『ブラ
ンケット・スノウ』を11月18日にリリースする。グルー
プ初のウインターソングとなる本作は、Dreamらし
さにあふれている。「この曲で、みなさんを温かくでき
たらいいな」。一木広治が聞く。

一木広治（以下、一木）：最新シングル『ブ
ランケット・スノウ』がまもなくリリース
されます。まずは、タイトル曲について教
えてください。
Aya：新曲ということになって、季節的
にも冬の始まりだったので、ウインターソ
ングにしようってなったんです。
一木：なるほど。まずは、ウインターソン
グを探していったんですね。
Aya： はい。そのなかで全員でいいね！っ
て決まったのがこの曲でした。
Ami：最初に思ったのは、キラキラ感が
すごいなあって思いました。
Erie：王道のJ-POPのウインターソングっ
ていう感じもあるんですけど、ウインター
ソングというとバラードが多くなりがちで
すが、この曲は四つ打ちだったりキックが
しっかりと入ったりしているので、歌った

全員で歌って全員で踊る！
新曲は「歌って踊る」

り踊ったりする自分たちに合うなと思いま
した。
Aya：Dreamは全員が歌って踊るグルー
プということもあって、Dreamとしての作
品は、一人ひとりの声を意識して作って
います。そのなかで前作、そしてその前の
作品は歌心に力を入れて、パフォーマン
スよりも歌に集中してきたので、今回はパ
フォーマンスにも力を入れて、歌って踊る。
両方に力を入れてます。
Shizuka：この曲のメロディーは寂しい
感じなのですが、歌が乗ることで楽しそう
に聞こえるんじゃないかと思いました。
Aya：そう。それで、Dreamらしくじゃ
ないですけど、温かさをみなさんにお届け
できるような歌詞を乗せたいねって、作詞
を小竹正人さんにお願いしたんです。小
竹さんは、普段から私たちをよく見てくだ
さっている方ですから、曲と歌詞が合わせ
られたときには、私たち自身が Dreamら
しいって感じる曲になりました。

一木：レコーディングするなかで、難しかっ
たことなどありますか？
Ami：この曲はメロディーは悲しげで歌詞
はキラキラなところが聴きどころの曲だと
思うのですが、ついメロディーに引っ張ら
れて、切なくなりすぎてしまうところが難
しかったです。
Aya：出てくるのは、すごく幸せなカップ
ルで、相手がいるからこそ感じられる歌詞。
私も、想像しながら歌いました。
Shizuka：それと、空とか、イルミネー
ションとか、雪が降るとか、景色を表す歌
詞も多いんですよね。聴いている方にも、
冬が始まる感じが伝わったら……私は、そ
んなことを考えてましたね。
Erie：曲はサビに至るまでの時間がすご
く短いんです。サビの盛り上がりへとどう
持って行くか、それも難しかったです。
一木：制作中に、心がけていたことはあり
ますか？
Erie：今の自分たちの大きなテーマとし

て、肩の力を入れすぎない、等身大のも
のというのがあるので、聴いていただける
方が緊張しない、温かい気持ちになって
いただけるよう心掛けていました。
Shizuka：それに加えてですが、前作か
ら今作まで少し間が空いていて、その間、
Amiちゃんのソロだったり、Erieちゃんの
DJ だったり、私自身も DANCE EARTH 
PARTY に正式メンバーとして参加させて
いただいたり、個々の活動がすごく多かっ
たんです。いろいろな経験や勉強をさせ
ていただきながら、何かをDream に持っ
て帰らなきゃって思っていたので、前と少
し変わったねっていうのを歌やパフォーマ
ンスから感じてもらえたらな、そんなこと
を思っていました。
Ami：いつも新しい自分たちを見てもらい
たいって思っているよね。
一木：そういったみなさんの熱い想いが
込められているシングルなのが、ちゃんと
伝わってきますよ。
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一木：今回の「新しい」は？
Aya：まずは、Dreamとして初めてのウ
インターソングであるってことと……。
Ami：Ayaちゃんのソロ曲を収録してい
ること、12年前の『I love dream world
～世界中のしあわせを歌おう～』をセルフ
カバーしていることも新たな挑戦になって
いると思います。ジャケット写真も雪景色
をイメージしたドレスの写真とブランケッ
トでクリスマスツリーをかたどっていたり、
遊び心があります。新しいDreamの表現、
そのやり方を意識しています。
一木：アートワークは4人で考えた？
Aya：それは、デザイナーさんにお任
せしました。というのも、自分たちの思
うDreamじゃなくて、外から見た時の
Dreamってどうなんだろうっていう気持ち
があって。デザイナーさんは、Amiちゃん
のソロを担当してくれた吉田ユニさん。で
きあがったものを見ても、さすがだなって
思いました。
一木：なるほど。ところで、今回ソロ曲を

収録することにしたのはどうして？
Aya：新しいチャレンジと偶然が重なっ
たんです。もともとソロ曲を入れることは
考えてなくて、シングルを作ることとに
なったタイミングで、小竹さんが私に合
う曲があるって『キミに逢いたい』を書い
てくれました。とてもいい曲ですし、今後
Dreamとしてのツアーも考えた時に、ソ
ロ曲を収録してみるのも一つの挑戦かな、
Dreamの未来につながるんじゃないかなっ
て思ったんです。
一木：切ないラブソングですね
Aya：以前、小竹さんに自分の初恋の話
をしたことがあって、それを覚えていてく
ださったんですよね……
一木：それはいつのこと？（笑）
Aya：高校3年生ぐらいだったかな（笑）。
……レコーディングでは、1人で歌い切る
のが大変でしたね。それに、詞の世界観、
自分の実体験が重なり合ったので感情的
になりすぎずに歌うのが……。
一木：ほかのメンバーのみなさんは、この
曲を聴いてどんな印象を持ちました？
Ami：Ayaちゃんらしいなって！
Erie：この恋愛の話を聞いているから、

なるほどなって思いましたね（笑）。
Shizuka：あの時こう思ってたのか、って。
ただ、Ayaちゃんの話ではあるんですけど、
この曲を聴いてくださる方のなかにはこう
いう気持ちの人、たくさんいらっしゃるん
だろうなって思います。

新しいDreamを見せたい
最新シングルでもチャレンジ

12年前の曲をセルフカバー！
根本的に変わっていない
一木：さて、先ほども話題に上がった『I 
love dream world ～世界中のしあわせを
歌おう～2015』ですが、この曲をセルフ
カバーしたのはどうしてですか？
Aya：これは、Amiちゃんがやろうって言っ
てくれたんです。この曲、今年はライブや
フェスでもよく歌っていたんです。
一木：ライブやフェスのセットリストに入
れていたのは理由があるんですか？
Ami：この曲を歌っていたのは中学生の
時で、世界中のしあわせ～って、テーマは
大きいんですけど、当時の自分たちは人生
経験が少なくて、この大きなテーマを歌う
には説得力がないなってところもあったん
です。大人になって、E-girlsでの活動も

あって、より多くの人に聞いてもらえるよ
うになった今、もう一度歌いたい、この歌
を歌い続けていきたいと思ったんです。
Aya：シングルに収録するというか、CD
にすることも考えてなかったんですけど、
実際に今、世の中にも戦争とかいった言
葉が飛び交ったりして……。収録する意
味があるんじゃないかって。
一木：どこか変わったところはある？
Ami：アレンジを変えたりもしてみたんで
すけど、何か違うな…と思ったんです。な
ので、そのままのアレンジでカバーするこ
とにしました。楽曲もそうなんですが、セ
ルフカバーして改めて感じたことがあっ
て、それが、Dreamって根本的に変わっ
てないってことなんですよね。
一木：いろいろあったけど変わってない。
ところで、一番辛かったことって何？
Ami：LDHに移籍して、武者修行に行っ
て、CDも出して、アルバムも出して。で
きることはすべてやったけど、どうにもな
らないっていうときですね。
全員：（同意）
Ami：そのあと、EXILE ATSUSHIさん
の『希望の光』、そしてE-girlsってチャン
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今年ブランケットを買うならどんな柄
を選びますか？（あすちゃん）
Ami：グレーかなあ。……『ブランケット・
スノウ』のジャケット、ミュージックビデ
オの衣装もグレーをさし色にいているん
ですけど、それが素敵だなと思ったので。
これまでは、ピンク、白に行きがちだった
けど、今年初めてグレーの気持ちになれ
たんですよね（笑）。
Aya ：ピンク、ですね。この間ブランケッ
トをいただいたんですが、それは男前な
感じだったんですね。だから、自分で買う
なら女の子っぽいので。ふわふわした感
じで。
Erie ： 私は、緑。……最近、緑が好き
なんです。植物を買ったりもして。

Dreamの歌声で今年の冬を温かくできたらいいな

　質問を送ってくれたあっちゃんさん、あすちゃんさん、奈津美さん
には名前入りサイン入り色紙をお送りします。

OKAYAMA MOVE UP

Dreamのサイン色紙を質問者＆読者3名にプレゼント！

Dreamのみなさん、これ教えて！
読者からの質問をDreamのメンバーにぶつけてみました！

『ブランケット・スノウ』の好きな歌詞
を教えてください??　（あっちゃん）
Ami：「寒い冬　苦手なはずが　キミと
居るだけで　ぬくもりになる」ってところ。
大切な人がいるから、苦手だったところ
が好きになる……そういうのに共感するっ
ていうか、そんな感じ。
Aya ： 最初の「冬の匂いがして　空を
見上げたら」かな。今の季節にぴったり
だと思うんです。今、Dreamのなかで普
通の会話のなかにも“冬の匂いがした”っ
ていうのがよく登場してます。
Erie ： 私は2つあって、ひとつ目は「粉

雪が舞い踊るたびに̶」ってところ、そ
して「降りしきる　雪のダンスに」ってい
う。“踊る”とか “ダンス”とか、この感
じが恋のドキドキする気持ちに似ていると
思うんです。
Shizuka：「今まで知らなかった私　離
さないでね」ってところですね。この曲の
主人公ってかわいらしくて、ほわほわして
いるって印象だと思うんですけど、ここだ
け自分の意見というか気持ちをしっかりと
言っているんですよね。聞いているとハッ
とさせられるんです。

Shizuka ： 水色。最近、水色をまとう
ことが多くて、好きになりました。

『ブランケット･スノウ』のMVとても
可愛くて素敵でした !! MVの撮影のと
きの裏話やMVのここが見どころ ! 絶
対見て !ってゆうところがあったら教
えてください !!!（奈津美）
Aya： ……うーん。全部。全部見てほし
い（笑）
Erie： ブランケットで遊ぶシーン？
Ami： そうそう、あれはみんなで自由にっ
て感じだったものね。
Shizuka： 素のDreamを見ていただけ
ると思います。

スをいただいて。あの時の悔しい思いの
反動で今できている気がします。
Ami：ピンチはチャンス。その言葉に助
けられたよね。
Erie：誰かがへこむと誰かが引っ張って
くれる。グループで良かった。
Shizuka：そういうときは、すべて自分
だけで頑張るのではなく周りの力を借りる
ことも大切なんだよね。
一木：Dreamの夢を教えて下さい。
Aya：夢は、Dreamでアルバムを出して全
国ツアーをすること。来年再来年と、そうし
た夢が実現できるように頑張りたいです。

岡山はErieの場所。
みんなで行けるのが楽しみ。
一木：Dreamのみなさんには、岡山でのイ
ベントに出演していただきますが、岡山に
関する思い出やエピソードはありますか？
Ami：岡山というと、Erieちゃんの場所っ
ていうイメージです。Erieちゃんと出会っ
て岡山がどこにあるかも知ったし、岡山で
イベントができることになったときのErie
ちゃんの喜びようだとか…。
Erie：イベントをやるよ！ってなると、決

Dream 最新シングル『ブランケット・スノウ』はrhythm zoneより発売中。タイトル曲のほか、『キミに逢いたい 
/ Dream Aya』『プレゼント』、そして『I love dream world ～世界のしあわせを歌おう～2015』を収録。【CD+DVD】
は1944円、【CD】のみは1296円。ともに税込み。詳細は公式サイト（http：//dream-ldh.jp/）で。

まって、東京、名古屋、大阪ですよね。
それに加えて、広島、もしくは九州とか。
岡山って入ってないことが多いんです。だ
から、岡山でイベント！ってなるとすごい
うれしいです。
Ami：Erieちゃん、お帰り～！ってすごい
よね。
Shizuka：この間、同じところであった
イベントに出席したんだけど、Erieちゃん
によろしくって…（笑）。
Ami：武者修行のころだけど、中学校に
行ったことあるよね。移動中、Erieちゃん
が「ここ、学校の近くだ…」って言って、
みんなで行こう！って。職員室に行ったけ
ど誰もいないみたいな。
Erie：あったあった、思い出してきた。
一木：会場はイオンモール岡山。バック
ナンバーっていうお店では、Dreamとコ
ラボしているライトオンのMOCOMOCO
ジーンズも手に入るんですよ。
Erie：あれ、本当にすごくいいんです。す
ごく温かくて。
Ami：外見からはそんなモコモコジーンズ
だとは見えないのがいいんですよ。
Aya：新しいCMもぜひ見ていただきた
いです！
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お笑いコンビ・キャラメルクラッチとして活躍し、現在では『ショムニ2013』や『コ
ドモ警察』などの人気ドラマや映画、舞台『奇跡の人』などの話題作に出演。あると
きは見事な怪演で笑いをとり、あるときは味のある演技でインパクトを残す。そんな
彼女の活躍の秘密は“いちゃりばちょーでー”式のポジティブなコミュ力!　いま最も気
になる個性派女優の素顔に迫る。

上地春奈
一度見たら、忘れられない個性派女優！
話題のドラマ『偽装の夫婦』出演SPECIAL

INTERVIEW

H A R U N A  U E C H I

「今回『偽装の夫婦』で演じているのは、
ごくごく普通の女の子の役なんです
よ！」と、なぜかうれしそう？な上池
春奈。確かにこれまで『コドモ警
察』ではマッシュルームカットの鬼
嫁、小嶋陽菜主演ドラマ『メグた
んって魔法つかえるの？』ではお
ブスメイクで“ブスメグたん”に扮
するなど、とにかく強烈なキャラで
インパクトを残してきた。
　そんな上地がいま出演している
のが、天海祐希主演のドラマ『偽
装の夫婦』。一見、穏やかな孤高の
美女だが実は大の人嫌いの主人公
と、実はゲイだった元彼が“偽装結
婚”をすることに…!? 笑いと毒を散り
ばめながら、イマドキの複雑な人間
関係を描く話題のドラマだ。
「最初にこのお話を伺ったときは驚く
やらうれしいやらで。軽くジャンプし
ましたね（笑）。何しろあの遊川和
彦さんの脚本で、最高のキャストと
共演できるんですからね。台本を読

んだら本当に面白くて、この先どうな
るんだろうって、次の台本が待ち遠しく

て。完全に普通のファンみたいになって
います（笑）。天海さん演じるヒロと沢

村一樹さん演じる超治の掛け合いも
本当に面白いし、異性・同性の恋
愛模様が複雑に絡み合って、物
語の先がまったく読めなくて次々

に驚かされるし。もともとドラマ好

きなので『家政婦のミタ』とか『〇〇妻』
とか、これまでの遊川さんの作品も全部
拝見していたのでお会いしたときは感激
でした。ご本人は本当に気さくでパワフル
な方でした。私のようなサブキャストにも
情熱的にアドバイスしてくれるのでありが
たかったです。君はもう、立ってるだけで
面白いからあえて面白いことをしようとし
なくていいよ、と（笑）」
　上地は、天海演じる主人公・嘉門ヒロ
が務める図書館の同僚という役どころ。
一見優しそうなヒロが心の中で自分に悪
態をついていることなど知る由もない、そ
の“ごく普通”っぷりに笑いが込み上げる。
「ごく普通の人の役なんてほとんど経験が
なかったので、新鮮で楽しいし、すごく勉
強になります」
　確かに上地といえば『コドモ警察』『女
子ーズ』など福田雄一作品の常連。
「私がお笑いをやっていた当時、作家さん
としてネタを見てくださっていたのが福田
さんなんです。実は私はアイドル志望で
（笑）お笑いの勉強をしてこなかったため
か笑いのセンスが独特らしくて、それを面
白がってくださって。俳優となった今では
度々作品にも呼んでくださるので、本当に
感謝しています。ぶっとんだキャラを福田
作品で演じるのは最高に楽しいですけど、
やはり俳優として役の幅も広げていきたい
ので、いろんな役や作品に挑戦していき
たいと思っています」

“ごく普通の女の子 ”の役が新鮮だった !?
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　天海をはじめ、沢村一樹、内田有紀、
富司純子ら豪華キャストがひとクセもふた
クセもある人物を演じているのも見どこ
ろ。
「普通に見るだけでも面白いんですけど、
ぜひ２回目3回目と見て、細かいところも
楽しんでいただきたいんですよね。毎回
劇中に登場する本も、実は遊川さんがこ
だわって選んでいます。私も気になって、
劇中に登場する本を図書館に借りに行っ
たんですけど、最近の図書館のサービス
の良さにびっくりして、いま図書館通
いにハマってます（笑）。他にも、ゲ
イっぽさを隠しきれていない超治を
沢村さんが細かな演技で表現して
いるのもチェックしてほしいですね
（笑）」
“ボス” 天海を中心に、撮影現
場も充実している様子。
「ちょうどいい緊張感とやる気
に満ちた現場ですね。といっ
てピリピリしているというの
でもなく、私がちょっと間
違えたときには、天海さ
んから愛あるツッコミが
入ったりして（笑）。休
憩中は、雑談で盛り上
がったり、天海さんが
直々に筋トレのアドバ
イスをしてくれたり、
楽しくやらせてもらっ
ています」
　持ち前の笑いのセ

脚本の遊川和彦さんから
“君は立っているだけで面白いから、
普通にしてて”と言われました（笑）。

ンスで、すぐに人の懐に飛び込んでしま
う。
「といっても実は私、もともとお笑いをや
りたいわけじゃなかったんですよね。本当
は安室奈美恵さんとかドリカムの吉田美
和さんにあこがれて、芸能界に入りたいと
思ったんです。それで上京して、気づい
たら芸人になっていたんですけど（笑）、
とりあえず大手プロに所属していれば、い
つかはアイドルになれるだろう、と。お笑
い時代もコントや芝居をするのは大好きだ
ったんですけど、ネタを考えるのは苦手で
した。やっと俳優としてやっていくことに
なったときは本当にうれしかったですね。
何より、芸人を辞めると普通に“女子”と
して見られるんですよ。お笑い時代はそん
な扱いされませんでしたから。アイドルを
夢見て沖縄から出てきたものだから、現
実を目の当たりにして、まさに衝撃でし
た。実はそういうことにも内心、すごく悩
んでいたんです（笑）」
　一見、何でも笑い飛ばしてしまいそう
だが、意外と落ち込みやすい面もあると
いう。
「芸人から俳優へと転向したとき、マネジ
ャーの名刺の裏に書いてある“俳優”のリ
ストに私の名前が載っていなくて、密かに
落ち込んでいたこともありました。事務所
的には、まったく大したことじゃなかった
んですけど」
　そんな上地の心の支えとなっているの
は上京する際に母がくれた言葉。
「厳しいことを言われても意地悪を言われ

撮影現場が楽しい理由は超コミュ力

上地春奈（うえち はるな）

1980年生まれ。沖縄縄出身。お笑いトリオ・キャラメルクラッチとして活動後、女優
デビュー。『ヤンキー君とメガネちゃん』『コドモ警察』などのコメディーから『MOZU　
Season1～百舌の叫ぶ夜～』、舞台『奇跡の人』などシリアスな作品まで、幅広い作品に
出演。現在放送中のドラマ『偽装の夫婦』にも出演中。
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ても全部“ありがとう”と返しなさい、と言
われました。常に感謝の気持ちで人の言
うことを聞きなさい、と。まあ、表面的に
はそうしてますけど心の中ではヒロみたい
に悪態ついています（笑）。やはり離れて
いても家族の存在は大きいですね。普段
だと母は“さっさと沖縄帰ってきなさい、
将来のことはどうするの”とよく言うんで
すけど、なぜか私が仕事で落ち込んでい
るときには“もう少し頑張ってみたら”と背
中を押してくれるんです。家族だけじゃな
くて、周りのスタッフや友人たちにも助け
られていますね。私は自分で考えることが
苦手で（笑）、基本的に悩んだり不安にな
ったりするとすぐ周囲に相談するタイプで
す。どうしようもないときはノートに自分
が思ったことを書き連ねていますね。それ
は絶対誰にも見せられません（笑）」
　その一方で、実はかなりのコミュニケー
ション能力の持ち主。
「すごく仲良くなってしまって、会ってすぐ
に家族くらいの距離感になることもありま
すね（笑）。実は天海さんのことも以前か
ら存じ上げていたので、今回ご一緒でき
るのが本当に楽しみでした。現場でお会
いしたときは天海さんがすぐに私に気付い
て他の方々に紹介してくださったおかげ
で、すぐにみなさんと打ち解けることがで
きましたし。特に内田さんは突然“ご飯食
べに行きましょう”って。どうやら天海さ
んが“春奈ちゃんはすごく楽しい人だから
絶対気が合うと思う”と言ってくださった
ようで（笑）。私が好きな言葉で、一度会
えばみな兄弟＝いちゃりばちょーでーとい
う沖縄の言葉があるんですが、私はいつ
も、好きだと思った人にはちゃんと“好き”
を伝えようと思っています。天海さんとの
出会いもそうでした。こんな素敵な人と、
この出会いだけで終わらせたくないと思

STORY：嘉門ヒロ、45歳。その微笑みと人当たりの良さで“孤高
の美女”“理想の女性”と慕われているが、実は大の人嫌い。ある
日、そんな彼女を作り上げた元凶である、かつて愛した男・超治
と偶然、再会。あろうことか偽装結婚を持ちかけられる。

脚本：遊川和彦　出演：天海祐希、沢村一樹、内田有紀他
毎週水曜日22時より放送中（日本テレビ系）

ドラマ『偽装の夫婦』
INFORMATION

上地春奈さんから
読者3名にサイン色紙を
プレゼント！

い、ご飯に連れて行ってください！とお願
いしたらいいよ！って（笑）。人と人との絆
って、案外こんな感じでつながっていくん
ですよね。だから皆さんも“この人、好
き！”と思える人と出会ったら、ガンガン
行っちゃっていいと思います！」
　あるときはウエディングドレス姿、また
あるときは全身タイツ姿…そんな幅広すぎ
る役を演じられる立ち位置にも、やりがい
を感じている。
「まだまだこれからですよ！ もっともっと皆
さんに認知していただけるような俳優を目
指して、これからもどんどん友達の輪を広
げながら（笑）、いろいろな役に挑戦して
いきたいと思っています。何かご縁があっ
たら紹介してくださいね～！」

「また岡山に伺うのでよろしく！」

「舞台の仕事でよく地方に行くことがある
んですが、楽しみはやっぱり現地のおい
しいものとお酒ですね！　岡山でも“ママ
カリ”を頂いて、すごくおいしかったのを
覚えています。商店街で岡山の名物を尋
ねたら、お姉さんが自分の店じゃない場所
を“ここがおいしいから！”って紹介してく
れて。岡山っていい人が多いんだろうなと

思いました（笑）。地方公演だと、たまに
現地の町内会とか婦人会の方が食事を用
意してくれたりご自宅に招いてくださった
り、都会では考えられないようなアットホ
ームなおもてなしをしていただくことがあ
りますね」　
　ぜひ今度は岡山でアットホームなステ
イを楽しんでください！

撮影・神谷渚

POSITIVE ITEM
家族、友人、仕事仲間
友達はけっこう多いので、いろいろなとこ
ろで助けられています。特に俳優仲間は、
芝居の相談なども親身になって意見をく
れるので、本当に感謝しています。

お酒
舞台の地方公演などでは、その土地の地
酒とおいしい料理を味わうのが何よりも楽
しみ。

言葉
いちゃりばちょーでー。出会えば兄弟、と
いう沖縄方言。

上地春奈さんのサイン色紙をプレゼント。
ご希望の方はOKAYAMA MOVE UPの
フェイスブックページをチェック！
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一木「OKAYAMA MOVE UP!では2013
年1月から“岡山から日本を元気に！”」を
テーマに活動しています。伊東市長から
みて、倉敷市及び岡山の魅力、ポテンシ
ャルについて教えて下さい」
伊東「最近でいうと倉敷市は子育てがし
やすいまちということで大変注目されてい
ます。と申しますのは、地方創生の大き
な項目として、子育て支援、地域産業の
活性化、そして地域連携があり、中でも
子育て支援はとても大きな位置を占めて
います。私も公約のひとつに“子育てする
なら倉敷で”と揚げており、市民の皆さん
の声をいただき、待機児童を減らすため
に保育所を作ったり、放課後お子さんを
預かる学童保育を広めたりといったことに
取り組みました。また、妊婦健診や子ど
も医療費の公費負担なども進めてきて、
それらいろいろな施策がうまくかみ合っ
て効果が上がってきました。実際、私
が市長になった2008年までは合計
特殊出生率は大体1.4台だったの
ですが、先ほどのような施策を
市と行政、そして市民と一緒に
取り組んできて、全国平均が
1.42の中、倉敷市は現在1.63
です。人口48万人を超える大
都市としては珍しいと思いま

伊東香織
岡山県　倉敷市市長

2008年4月、倉敷市長選挙に無所属で出馬し、初当選した伊東香織倉敷市長は、当
時全国で最年少の女性市長として話題に。2012年には、倉敷市長再選を果たす。地
方創生を重要テーマに掲げる現政権において、倉敷市の魅力と今後の展望、また、来
年行われるＧ７倉敷教育大臣会合、そして2020年の東京オリンピック・パラリンピ
ックに向けて、世界に発信したいことを伊東市長にうかがった。（聞き手・一木広治）

す。また、地域間連携では、倉敷市が岡
山県の西半分の新見市、高梁市、総社
市、井原市、浅口市、笠岡市、早島町、
里庄町、矢掛町の6 市3町と連携協約を
結びました。これは一般的な協定ではな
く、双方の議会が議決をする非常に重い
もの。それによって、一緒に子育て施策
や観光施策を行い、お互いの良い所を利
用して、自分のところも他にもプラスとな
り、みんなで住みやすい町を作る、そんな
地域連携に力を入れています。来年のＧ
７倉敷教育大臣会合は、倉敷市を世界に
発信する良い機会ですが、倉敷市を含む
高梁川流域の 7市3町としても、世界に
PRしていきたいと思っています。倉敷美
観地区という伝統的建造物群保存地区に
は、もともと多くの観光客が訪れているの
ですが、さらに最近では電線類を地中化
し、町屋・古民家の再生、活用を進めて
います。また、最近では水島工業地帯の
コンビナートの夜景が西日本ナンバーワン
になりました。鷲羽山スカイラインから見
る工場夜景が西日本で一番美しい夜景ス
ポットとして日経新聞に取り上げられまし
たので、そういうことも、もっと多くの方
に知っていただければと思っています。ま
た、ファッションではジーンズ。中でも倉
敷市の児島エリアは日本で最初に国産ジ

OKAYAMA 

MOVE UP! 

トークスペシャル

ご当地児島のデニムファッション。撮影・宗村和磨
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ーンズを生産した所で、今年でちょうど
50年になります。それもあり、若い人に
倉敷市の児島のジーンズが注目されてい
るのもPRポイントですね」
一木「OKAYAMA MOVE UPは地元の
若手経営者たちが立ち上がって生まれた
活動です。倉敷市における、若者による
新しいムーブメントや創業、またそれに関
する市政としてのサポート体制などについ
て教えて下さい」
伊東「これもまた私の公約のひとつでも
あるのですが“地域経済が元気で、人が
集まるまち”という項目があります。その
ためには創業というのが非常に重要なの
で、平成23年の7月から市内3つの商工
会議所と2つの商工会、そして市で創業
サポートセンターを立ち上げました。これ
は箱ものではなく、そこに行けば商工会
議所や商工会の会員でなくても、相談に
乗ってもらえるということ。それをさらに
今年の4月にパワーアップさせ、地元金
融機関にも加わってもらいました。身近な
場所で創業の相談窓口ができるようにし
たところ、年間約500件以上の相談があ
って、大体、その１割の40件ほどが実際
に創業されています。今年はすでに500 
件近く相談があって、もう60件以上創業
されています。相談窓口のことが知られて
きたというのもありますが、金融機関が一
緒になり、官と民から創業力を高めるよう
に頑張ってくれている結果だと思っていま
す」
一木「来年5月26～27日の伊勢志摩サ
ミット開催に先立ち、5月14～15日に教
育相会合が倉敷市で開催されることが決
定しました。国内外へ倉敷を発信する絶
好の機会と思いますが、どのようなPR施
策・おもてなしをお考えでしょうか？」

伊東「今回の教育大臣会合は21世紀に
おける教育のイノベーションがテーマと聞
いています。私は、日本の教育のすばら
しさを世界の方に知ってもらいたい、そし
て、学校教育に加え、地域のみなさんも
子どもたちを育ててくれていることを分か
ってもらいたいと思います。たとえば、実
際に小学校、中学校の現場を訪問して、
勉強の様子をみてもらう。勉強の内容だ
けでなく、地域の人たちも関わりながら子
どもたちを育てていることが分かるような
授業をお見せできればと思っています。ま
た “英語によるG７おもてなし講座”とい
う取り組みを行います。まずは外国の方
に対応するためのホテル、レストラン、小
売店などを対象とした無料講座を開催し
ます。2020年に向けてまだまだ準備が進
んでいない部分もありますので、このサミ
ットをきっかけに急ピッチで準備を進めて
行こうと思っています」
一木「2020年の話が出ましたが、地方
都市として2020年東京オリンピック・パ
ラリンピックをどのように生かしていきた
いとお考えでしょうか？」
伊東「ホストシティタウン構想に手を上げ
たいと検討しています。これからの地方
創生の時代では、東京、京都、大阪、広
島などというゴールデンルート以外の地方
都市に、いかに多くの外国の方が来てく
れるかというのが重要になる。日本の魅
力をより深く見てもらうために、地方の普
通の日本人に接してもらいたい。最近で
はわざと不便なところに行く外国の方も増
えていると聞きます。まだまだ世界ではメ
ジャーでない各地方都市で触れ合ってい
ただくことこそ地方創生だと思います。今
回の大臣会合の開催地の中では、唯一倉
敷市は政令指定都市でも県庁所在地で

【PROFILE】平成２年３月、東京大学法学部卒業、同年４月郵政省（現在の総務省）入省。平成５年６月、ハーバ
ード大学法律大学院修士課程修了。総理府国際平和協力本部事務局参事官補佐、総務省インターネット戦略企画
室長補佐などを歴任後、平成15年４月に国から倉敷市に出向になり、総務局長、収入役を務めた後、平成20年４
月、当時全国で最年少の女性市長として当選。現在２期目。平成27年３月には、高梁川流域７市３町の「高梁川流
域連携中枢都市圏での連携協約」を締結。現在、政府の「まち・ひと・しごと創生会議」構成員、「高度情報通信
ネットワーク社会推進戦略本部」本部員

も、特殊な特色を持つ場所ではないのに
選ばれました。ですから、地方都市がサ
ミットのような大臣会合を成し遂げていけ
ることこそが、2020年につながっていく
と思います」
一木「ありがとうございます。で
は、岡山の読者に向けてメッセー
ジをお願いします」
伊東「いろいろなことをやって、
自分のやりたいことを見つけて
ほしいと思います。誰でも日々
新しい発見があると思います。
だからいろいろな事に真っ正
面から向き合って、そのこと
について、自分がどのように
感じるか。また、いろいろな
人の話を聞きながら、それを
肥やしにして自分の考えを持っ
ていく。そうしたことを日々積み
重ねることで、進みたい方向も見
えてくるのではないでしょうか」

地方都市にはものすごい可能性がある。
倉敷市の教育と文化を核としたまちづくりを世界に向けて発信したい。
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B：岡山県はデニム生産量が日本一と言われて
いますが、これは歴史などの背景が絡んだ理由
があるんでしょうか？

岸本（以下、岸）：もともとこの地区（児島）は
塩田だったんですね。塩田の後は農作物が育ち
にくいんですけど、綿花は塩に強いことから綿
を始めたというのが、児島
の繊維産業が始まったきっ
かけなんです。そのあとに
作業着などの縫製産業が盛
んになってきて、さらにカ
バンなどに使う、帆布地と
いう重いものも織れるよう
に育ってきたんです。その重いものを織れる技
術と、縫う技術、そして備後地区ではインディ
ゴの植物（藍）も育て始め、それらの技術が合
わさってジーパンが作れてきたんです。
B：それから生産量日本一と言われる今に繋がっ
てきたんですね。
岸：生産量もそうなんですけど、技術的な部分
でも岡山の児島は評価されてきていますね。

B：そんなデニムが出来るまでの流れを教えて
いただけますか？

田淵（以下、田）：弊社はもともと生地屋という
こともあるので、何かものを作るときには生地
から作っていくパターンが多くて、この生地は
どんな色落ちをするのかなどを考え、想像しな
がら１つのものを企画していきます。なので一
番最初は生地からです。次にシルエットやデザ
インを考え、その後に細かい縫製、という流れ
になります。基本的にはワンウォッシュ、いわ
ゆる加工をあまり加えない、シンプルなワン
ウォッシュのものがラインナップとしては多い
です。もちろんデニム全体を想像しながら作っ

ていくんですけど、一番に生地を主きに置いて
デニム作りを行っています。
B：JAPAN BLUE JEANS の一番のこだわりは、
やはりその生地なんでしょうか？
田：そうですね。やはりいい生地を作ろうと思
えば、どの綿を使うかなんですね。アフリカ産
の綿なのか、オーストラリア産、アメリカ産な

のか。中でも桃太郎ジーンズは、ジンバブエ
コットンという海外の高級ドレスシャツに使わ
れるような高級な綿を使っているんですけど、
やっぱりいい染色、いい色落ちをするためには、
白度がそれなりにあるものではないとキレイに
染まってくれないんです。普通はジンバブエコッ
トンはデニムにはあまり使用しないんですけど、
やはりいいデニムを作ろうと思ったときに、ジ
ンバブエコットンを取り入れました。
B：その素材はどうやって発見したんですか？
岸：もともとこういったジーパンを作りたいと
いう想いがあって、それを紡績さんに相談して、
いろいろな綿を集めてもらい、検討した中で、
一番希望に近かったものがこのジンバブエコッ
トンだったんです。それから実際にデニムを作っ
てみて、やっぱりジンバブエがいいねとなり、
ジンバブエを採用し、今に至っています。

B：なるほど。では生地以外で、お２人が考える
デニムの魅力は何なんでしょうか？

田：僕は、生地にも少しかぶってしまうんですが、
デニムはやはり色が落ちますよね。普通に考え
れば、服や物などはなんでも、劣化するという
ことはマイナスイメージですよね。

でもデニムはそのマイナスがプラスになる
ので、そこが非常に面白いと思います。
岸：洋服って、買った瞬間がわくわくのピーク
だと思うんですけど、デニムの場合は買ったと

きよりも時間が経てば経つほど、わくわく

がピークになるので、そういったものはなか
なかないので、そういったところですね。
B：ビンテージにしてもそういうところがたまら
ないところですよね。やはりそういう経年経過
や味を楽しめるということが、一番伝えたいデ
ニムの魅力なんですね。
田：そうですね。
B：全く別ものということはわかっているんです
けど、やっぱりファストファッションのように、

安く手に入るものと、こう
いったデニムの価値の違い
はどうすればよりわかって
もらえると思いますか？も
ちろん金額的な差があるこ
とはわかるんですが、その
他の決定的な違いはあるん
でしょうか？

田：例えば 1000 円未満でデニムを買えたりす

るなど、あくまで１つの窓口として、ファス
トファッション自体は全然いいと思うんで
すね。今まであまりデニムを履いてなかった方
がデニムを履くきっかけになったりもすると思
いますし、もちろん中にはいるんですけど、多
くの人が最初から高級なデニムを買うのはなか
なか手を出しづらい中で、そういうことがきっ
かけになると思うんですね。そこから大抵の人
がもっといいものを履きたいと思うようになる

と思うんですが、そんなときに如何に自分た
ちがファストファッションで手に入るデニ
ムよりも魅力的なデニムを作れるかは常に
考えています。
B：そういう段階もある程度考えて価格設定など
もされているんですね。
田：そうですね。弊社には４つブランドがある
んですけど、その中でも価格設定を分けていま
す。例えば、JAPAN BLUE JEANS であれば、
12,000 円から 13,000 円をメインにして、桃太

郎ジーンズであれば 20,000 円からなどにしてい
ます。
B：ある程度ターゲットとする年齢層も分けられ
ているんですか？
岸：やはり上代が違うので、若い方は安いほう
を選ばれたりすることは多いですね。でも
12,000 円のものであれば年配の方も買っていか
れますし、はっきりとした分かれ方はしていな
いですが、大雑把には分かれていますね。
B：桃太郎ジーンズと JAPAN BLUE JEANS の
違いは価格帯だけなんでしょうか？
田：生地へのこだわりは両ブランド同じなんで
すが、桃太郎ジーンズは少しビンテージ寄りの
テイストで、ビンテージが好きな方や、マニア
層に向けていて、JAPAN BLUE JEANS は、も
う少しファッションに寄せていて、例えば、ス
キニーや、テーパードが少しきつめであったり、
加工物があったりなどのデニムですね。そういっ
た部分でマーケットや消費者を分けています。
B：消費者の男女割合はどれぐらいなんですか？
田：桃太郎ジーンズは、９対１でほぼメンズで
すね。
岸：JAPAN BLUE JEANS でいうと、７対３で
７割がメンズですね。

B：JAPAN BLUE さんは海外展開もされてい
ると思うんですけど、消費者、生産者の両側面で、
日本との違いはありますか？

岸：生産者に関して言うと、海外はどれだけ安く、
たくさん作るかということしかないですね。
田：合理化的な考え方ですね。
岸：どれだけ大きい工場を作って、機械をどれ
だけ早く動かしてということを求めている工場
しかないので、逆に色落ちのいいデニムを作ろ
うだったり、面白いデニムを作ろうという工場
は聞いたことがないですね。

B：消費者はどうなんでしょうか？
岸：消費者もそういった方が大半なんでしょう
けど、中には色落ちが好きな方もじわじわ増え
て来ていますね。
田：少しずつですけど、そういった人たちが海
外でブランドを立ち上げ、自分達でやってたり
していて、最初は２、３人でやっているんです
けど、やっぱりいいものを作りたくて、わざわ
ざ児島まで来たりしています。そこで楽しくて
１日中工場を見てたりするんですけど、アテン
ドが大変です（笑）。なので自分達もいざ、商品
を持っていくときには、海外でも少しずついい
ものを作ろうという考え方が生まれてきている
ので、マーケットとしては今後広がるかなと思っ
ています。
B：ちなみに海外はどこが盛んなんですか？
岸：ドイツ、アメリカ、東南アジアなどですね。
B：その中でもそういった考えを持っている方は
全体の何割ぐらいなんですか？
田：言っても１割未満ぐらいですかね。
B：それは意外ですね！もっとシェアしていると
思っていました。
田：逆を言えば、もっと育てられるマーケット
だなと思っていますね。

B：今後、JAPAN BLUE として新たに取り組
んでいきたいことはありますか？

田：今後は、もっと海外を
シェアできると思っている
ので、まずは自分達がやっ
ていることを理解してもら
うことですね。つい最近も
アメリカを一周してきたん
ですけど、実際に弊社は展

示会にでるだけではなく、１件１件いわゆる
業者のようにお店に訪問しているんですね。

岸：やっぱりデニムって、ぱっと見せるだけで
はなく、いろいろ説明しながら回っていかない
とわかってもらえないんです。
B：そうですよね。最初海外の人からすると、な
んでこんなに高いの？ってなりますもんね。で
も履いて使ってもらうことで、その良さはわかっ
てもらえるものなんですか？
田：口で説明するよりは早い場合もありますね。
まずはオーナーやバイヤーからファンにしてい
かないといけないんですね。
B：ファンにさせる秘訣は何なんですか？

岸：やっぱり作り手の想いですね。それを伝
えていきながら、理解してもらうことですね。
B：でもそういった試みをしているのは、日本の
企業を含め、何社もあるのではないですか？
田：ただ、１件１件歩いて回っているスタイル
はおそらく日本だけで見るとうち以外は誰もし
ていないですね。例えばニューヨークの展示会
のついでにちょろっと行く企業の方はいると思
うんですけど、このためだけに海外を飛び回る
企業はないと思いますね。

B：では今後は海外が主要になってくるんでしょ
うか？

田：国内も全然まだまだやっていきます。やっ
ぱり国内でそれなりの知名度がついてきたので、
ある程度海外もやりやすかったという部分が
あったので。というのが日本のマーケットって
海外の方からするとすごい難しいらしいんです
ね。何故かというと日本自体にオリジナルブラ
ンドが無数にあって、かつ海外からもいっぱい
入っているし。
B：そういう意味では海外って大手企業は数多く
ありますけど、それ以外はあまりないですよね。
田：本屋さんに行けば一発でわかりますね。
ファッション紙は日本が一番多いんですよ。

B：確かに！日本のサブカルがオタク気質なとこ
ろがありますもんね。

B：では国内もターゲットにしつつ、海外も進出
して、何か新しくやっていきたいことなどはあ
りますか？

田：ちょうど去年に弊社は、生地屋のコレクト
という会社と、製品事業部の藍布屋を合併させ
て、株式会社ジャパンブルーを設立したんです。
児島にはいっぱい同業者があるんですけど、縫
製は縫製、加工は加工、仕上げは仕上げだけなど、
基本的に分業制なんですね。そんな中で弊社は
生地はあるし、工場もあるし、販売も行ってい
るし、いえば１～１０まで出来る会社なんです。

なかなか児島でもそういった会社は少なくて、
そういった意味で、もっと自社をアピールして
いって、どんどん日本に海外の方も来てもらい、

この児島という地域自体を
盛り上げていきたい
と思っています。
やはり街が盛り上がれば、この産業ももっと活
性化していくと思いますし、逆にこの産業がもっ
と盛り上がれば、児島の街ももっと活性化する
と思うんです。

B：実際に最近の児島はどうですか？

田：最近でいうと、一時に比べればどんどん児
島に来る方は増えてきていますね。それこそ海
外の方なんかは大阪にホテルを取って、児島ま
で来られたりしているので。

B：ではマーケットとしては今後は世界的にやっ
ていくんでしょうか？
田：そうですね。ブランドも会社も大きく売り
出していきたいですね。
B：今後新しく考えるラインはあったりするんで

すか？

岸： J A P AN  B L U E  
JEANS としては、今レ
ディースラインをやって
いて、そのラインをもう少

ししっかり確立してやって

いこうと考えています。昔は男性ばかりの職場
だったんですけど、今では女性も多く入っても
らって、体制も整ってきているんです。
B：なるほど。ではそれぞれのブランドでも新た
なものを作りながら、会社としては世界的に発
信しながらも、日本の方はもちろん海外の人を
児島に受け入れ、児島を盛り上げていこうとい
うことなんですね。



B：岡山県はデニム生産量が日本一と言われて
いますが、これは歴史などの背景が絡んだ理由
があるんでしょうか？

岸本（以下、岸）：もともとこの地区（児島）は
塩田だったんですね。塩田の後は農作物が育ち
にくいんですけど、綿花は塩に強いことから綿
を始めたというのが、児島
の繊維産業が始まったきっ
かけなんです。そのあとに
作業着などの縫製産業が盛
んになってきて、さらにカ
バンなどに使う、帆布地と
いう重いものも織れるよう
に育ってきたんです。その重いものを織れる技
術と、縫う技術、そして備後地区ではインディ
ゴの植物（藍）も育て始め、それらの技術が合
わさってジーパンが作れてきたんです。
B：それから生産量日本一と言われる今に繋がっ
てきたんですね。
岸：生産量もそうなんですけど、技術的な部分
でも岡山の児島は評価されてきていますね。
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こともあるので、何かものを作るときには生地
から作っていくパターンが多くて、この生地は
どんな色落ちをするのかなどを考え、想像しな
がら１つのものを企画していきます。なので一
番最初は生地からです。次にシルエットやデザ
インを考え、その後に細かい縫製、という流れ
になります。基本的にはワンウォッシュ、いわ
ゆる加工をあまり加えない、シンプルなワン
ウォッシュのものがラインナップとしては多い
です。もちろんデニム全体を想像しながら作っ

ていくんですけど、一番に生地を主きに置いて
デニム作りを行っています。
B：JAPAN BLUE JEANS の一番のこだわりは、
やはりその生地なんでしょうか？
田：そうですね。やはりいい生地を作ろうと思
えば、どの綿を使うかなんですね。アフリカ産
の綿なのか、オーストラリア産、アメリカ産な

のか。中でも桃太郎ジーンズは、ジンバブエ
コットンという海外の高級ドレスシャツに使わ
れるような高級な綿を使っているんですけど、
やっぱりいい染色、いい色落ちをするためには、
白度がそれなりにあるものではないとキレイに
染まってくれないんです。普通はジンバブエコッ
トンはデニムにはあまり使用しないんですけど、
やはりいいデニムを作ろうと思ったときに、ジ
ンバブエコットンを取り入れました。
B：その素材はどうやって発見したんですか？
岸：もともとこういったジーパンを作りたいと
いう想いがあって、それを紡績さんに相談して、
いろいろな綿を集めてもらい、検討した中で、
一番希望に近かったものがこのジンバブエコッ
トンだったんです。それから実際にデニムを作っ
てみて、やっぱりジンバブエがいいねとなり、
ジンバブエを採用し、今に至っています。

B：なるほど。では生地以外で、お２人が考える
デニムの魅力は何なんでしょうか？

田：僕は、生地にも少しかぶってしまうんですが、
デニムはやはり色が落ちますよね。普通に考え
れば、服や物などはなんでも、劣化するという
ことはマイナスイメージですよね。

でもデニムはそのマイナスがプラスになる
ので、そこが非常に面白いと思います。
岸：洋服って、買った瞬間がわくわくのピーク
だと思うんですけど、デニムの場合は買ったと

きよりも時間が経てば経つほど、わくわく

がピークになるので、そういったものはなか
なかないので、そういったところですね。
B：ビンテージにしてもそういうところがたまら
ないところですよね。やはりそういう経年経過
や味を楽しめるということが、一番伝えたいデ
ニムの魅力なんですね。
田：そうですね。
B：全く別ものということはわかっているんです
けど、やっぱりファストファッションのように、

安く手に入るものと、こう
いったデニムの価値の違い
はどうすればよりわかって
もらえると思いますか？も
ちろん金額的な差があるこ
とはわかるんですが、その
他の決定的な違いはあるん
でしょうか？

田：例えば 1000 円未満でデニムを買えたりす

るなど、あくまで１つの窓口として、ファス
トファッション自体は全然いいと思うんで
すね。今まであまりデニムを履いてなかった方
がデニムを履くきっかけになったりもすると思
いますし、もちろん中にはいるんですけど、多
くの人が最初から高級なデニムを買うのはなか
なか手を出しづらい中で、そういうことがきっ
かけになると思うんですね。そこから大抵の人
がもっといいものを履きたいと思うようになる

と思うんですが、そんなときに如何に自分た
ちがファストファッションで手に入るデニ
ムよりも魅力的なデニムを作れるかは常に
考えています。
B：そういう段階もある程度考えて価格設定など
もされているんですね。
田：そうですね。弊社には４つブランドがある
んですけど、その中でも価格設定を分けていま
す。例えば、JAPAN BLUE JEANS であれば、
12,000 円から 13,000 円をメインにして、桃太

郎ジーンズであれば 20,000 円からなどにしてい
ます。
B：ある程度ターゲットとする年齢層も分けられ
ているんですか？
岸：やはり上代が違うので、若い方は安いほう
を選ばれたりすることは多いですね。でも
12,000 円のものであれば年配の方も買っていか
れますし、はっきりとした分かれ方はしていな
いですが、大雑把には分かれていますね。
B：桃太郎ジーンズと JAPAN BLUE JEANS の
違いは価格帯だけなんでしょうか？
田：生地へのこだわりは両ブランド同じなんで
すが、桃太郎ジーンズは少しビンテージ寄りの
テイストで、ビンテージが好きな方や、マニア
層に向けていて、JAPAN BLUE JEANS は、も
う少しファッションに寄せていて、例えば、ス
キニーや、テーパードが少しきつめであったり、
加工物があったりなどのデニムですね。そういっ
た部分でマーケットや消費者を分けています。
B：消費者の男女割合はどれぐらいなんですか？
田：桃太郎ジーンズは、９対１でほぼメンズで
すね。
岸：JAPAN BLUE JEANS でいうと、７対３で
７割がメンズですね。

B：JAPAN BLUE さんは海外展開もされてい
ると思うんですけど、消費者、生産者の両側面で、
日本との違いはありますか？

岸：生産者に関して言うと、海外はどれだけ安く、
たくさん作るかということしかないですね。
田：合理化的な考え方ですね。
岸：どれだけ大きい工場を作って、機械をどれ
だけ早く動かしてということを求めている工場
しかないので、逆に色落ちのいいデニムを作ろ
うだったり、面白いデニムを作ろうという工場
は聞いたことがないですね。

B：消費者はどうなんでしょうか？
岸：消費者もそういった方が大半なんでしょう
けど、中には色落ちが好きな方もじわじわ増え
て来ていますね。
田：少しずつですけど、そういった人たちが海
外でブランドを立ち上げ、自分達でやってたり
していて、最初は２、３人でやっているんです
けど、やっぱりいいものを作りたくて、わざわ
ざ児島まで来たりしています。そこで楽しくて
１日中工場を見てたりするんですけど、アテン
ドが大変です（笑）。なので自分達もいざ、商品
を持っていくときには、海外でも少しずついい
ものを作ろうという考え方が生まれてきている
ので、マーケットとしては今後広がるかなと思っ
ています。
B：ちなみに海外はどこが盛んなんですか？
岸：ドイツ、アメリカ、東南アジアなどですね。
B：その中でもそういった考えを持っている方は
全体の何割ぐらいなんですか？
田：言っても１割未満ぐらいですかね。
B：それは意外ですね！もっとシェアしていると
思っていました。
田：逆を言えば、もっと育てられるマーケット
だなと思っていますね。

B：今後、JAPAN BLUE として新たに取り組
んでいきたいことはありますか？

田：今後は、もっと海外を
シェアできると思っている
ので、まずは自分達がやっ
ていることを理解してもら
うことですね。つい最近も
アメリカを一周してきたん
ですけど、実際に弊社は展

示会にでるだけではなく、１件１件いわゆる
業者のようにお店に訪問しているんですね。

岸：やっぱりデニムって、ぱっと見せるだけで
はなく、いろいろ説明しながら回っていかない
とわかってもらえないんです。
B：そうですよね。最初海外の人からすると、な
んでこんなに高いの？ってなりますもんね。で
も履いて使ってもらうことで、その良さはわかっ
てもらえるものなんですか？
田：口で説明するよりは早い場合もありますね。
まずはオーナーやバイヤーからファンにしてい
かないといけないんですね。
B：ファンにさせる秘訣は何なんですか？

岸：やっぱり作り手の想いですね。それを伝
えていきながら、理解してもらうことですね。
B：でもそういった試みをしているのは、日本の
企業を含め、何社もあるのではないですか？
田：ただ、１件１件歩いて回っているスタイル
はおそらく日本だけで見るとうち以外は誰もし
ていないですね。例えばニューヨークの展示会
のついでにちょろっと行く企業の方はいると思
うんですけど、このためだけに海外を飛び回る
企業はないと思いますね。

B：では今後は海外が主要になってくるんでしょ
うか？

田：国内も全然まだまだやっていきます。やっ
ぱり国内でそれなりの知名度がついてきたので、
ある程度海外もやりやすかったという部分が
あったので。というのが日本のマーケットって
海外の方からするとすごい難しいらしいんです
ね。何故かというと日本自体にオリジナルブラ
ンドが無数にあって、かつ海外からもいっぱい
入っているし。
B：そういう意味では海外って大手企業は数多く
ありますけど、それ以外はあまりないですよね。
田：本屋さんに行けば一発でわかりますね。
ファッション紙は日本が一番多いんですよ。

B：確かに！日本のサブカルがオタク気質なとこ
ろがありますもんね。

B：では国内もターゲットにしつつ、海外も進出
して、何か新しくやっていきたいことなどはあ
りますか？

田：ちょうど去年に弊社は、生地屋のコレクト
という会社と、製品事業部の藍布屋を合併させ
て、株式会社ジャパンブルーを設立したんです。
児島にはいっぱい同業者があるんですけど、縫
製は縫製、加工は加工、仕上げは仕上げだけなど、
基本的に分業制なんですね。そんな中で弊社は
生地はあるし、工場もあるし、販売も行ってい
るし、いえば１～１０まで出来る会社なんです。

なかなか児島でもそういった会社は少なくて、
そういった意味で、もっと自社をアピールして
いって、どんどん日本に海外の方も来てもらい、

この児島という地域自体を
盛り上げていきたい
と思っています。
やはり街が盛り上がれば、この産業ももっと活
性化していくと思いますし、逆にこの産業がもっ
と盛り上がれば、児島の街ももっと活性化する
と思うんです。

B：実際に最近の児島はどうですか？

田：最近でいうと、一時に比べればどんどん児
島に来る方は増えてきていますね。それこそ海
外の方なんかは大阪にホテルを取って、児島ま
で来られたりしているので。

B：ではマーケットとしては今後は世界的にやっ
ていくんでしょうか？
田：そうですね。ブランドも会社も大きく売り
出していきたいですね。
B：今後新しく考えるラインはあったりするんで

すか？

岸： J A P AN  B L U E  
JEANS としては、今レ
ディースラインをやって
いて、そのラインをもう少

ししっかり確立してやって

いこうと考えています。昔は男性ばかりの職場
だったんですけど、今では女性も多く入っても
らって、体制も整ってきているんです。
B：なるほど。ではそれぞれのブランドでも新た
なものを作りながら、会社としては世界的に発
信しながらも、日本の方はもちろん海外の人を
児島に受け入れ、児島を盛り上げていこうとい
うことなんですね。
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玉川：僕らが初めて会ったのは岡山で
のライブの時でしたね。今日はこのよ
うな形で東京で再会できてうれしいで
す!!
津羽沙：こちらこそ!!
玉川：早速なんだけど、音楽でやって
いこうって思ったのは大学4年の時と
か。最近といえば最近…？
津羽沙：自分の中ではもう、結構昔の
ことですけど（笑）。…小学校の先生の
免許は持っていますし、その道に進む
つもりでした。ただ、採用試験が近づ
いてくるなかで思ったんです。私、こ

岡山県岡山市出身。1990 年 7月7日生まれ。アートチャレンジャー。2014 年末に上京し、
東京で活動。2016 年１月３１日に、music&bar  BUMPCITY（大久保）にてライブが行
われる。【津羽沙のブログ】http://s.ameblo.jp/tsubasa-tsuji/

津羽沙（つばさ）

DREAM ARTIST 
Special Interview Column

vol.8 津羽沙 「2020年の東京五輪で、みんなと一緒に夢を描きたい」

岡山生まれのシンガーソングライター・玉川洋輔が聞く！
1st シングル「 雨 」発売決定！
二度と繋がれない君を想い続ける…もう叶わないとわかっていても。
儚く切ない極上のバラードソング。玉川洋輔、待望の 1st シングル、
ついにリリースが決定 !!　【発売日】12 月 25 日【価格】¥1000（税込）
Ameba：http://ameblo.jp/0912yosuke1225/
facebook・Twitter : 玉川洋輔で検索

インタビュアー：玉川洋輔

on Starting Point ― 津羽沙のはじまり―
「教員採用試験を目前に、歌を職業にしたいと思った」

玉川：東京に来て変わったことはあり
ますか？
津羽沙：夢や目標を持った人たちがた
くさん集まる場所なので、エネルギー
や勢いの流れがすごいって感じます。
玉川：僕はよく岡山でストリートライブ
をやったりしてますが、東京って街の

空気のスピードが
速いうえに、本当

on Music ― 津羽沙の音楽 ―
「昭和歌謡の懐かしい感じを今の時代にミックス」

に多くの場所でストリートライブをやっ
てる方がいて、地元岡山とは違った雰
囲気にすごく刺激を受けます。
津羽沙：周りの空気やスピードに流さ
れて自分を見失わないよう、自分らし
さを大切にしていくっていうことがす
ごく大事だと思いますね。
玉川：そういったなかで、今、津羽沙
さんはどのようなことに取り組んでい

るんですか？
津羽沙：今は曲を作ることを重視して
います。作曲家のヒサシさんと組んで
曲を作っているんです。
玉川：どんな曲なんですか？
津羽沙：今作っている曲は、メロディ
ーがはっきりしたような曲、少し懐か
しさを感じるような曲になっています
ね。今、昭和歌謡を勉強しているんで
す。この平成の時代に、昭和の雰囲気
を持っていきたいというか、ミックス
させたいと思って。今の時代だからこ
そ新しいものが生まれると思うし、ス
テキな曲って普遍的です。そういうも
のを生み出していきたいなって。
玉川：これからの夢を教えてください。
津羽沙：2020年のオリンピック・パラ

リンピックで、自分の音楽が何らかの
イメージソングになったらなって思っ
ています。たくさんの人が五輪に夢を
描いていると思うんですよ。出る人、
見る人、いろいろ。そういう人たちを
歌を通して応援するとか、一緒に夢を
描けるようなことをしたいなって。そ
のためにも、すごいストレートな目の
前の目標を言っちゃうと、CMかドラマ
のタイアップをとるってことかな。そ
れが一番近いと思います（笑）
玉川：最後に岡山の読者にメッセージを！
津羽沙：とりあえず一歩を踏み出して
みることが、自分が想像していたより
も大きな未来に通じるってこと。自分
も前はこんなふうになると思っていな
かったから。

のまま教師になっていいのかなって。
自分が本当にやりたいと思っていた音
楽を放り出しておいて、子供たちに夢
を与えるとか教えるとか、できるのか
なって。そんな私が教師になる意味
……ないのかなって。悩みながら、最
終的には、本気で歌を職業にしようっ
て決めました。じゃないと一生後悔す
るって。
玉川：現在は東京ですが、もともと岡
山出身だとか。
津羽沙：東京で挑戦してみるタイミン
グかなって、昨年末に上京しました。

最初はすごい勇気が必要でしたね。
玉川：音楽はもちろんなんだけど、何
かに挑戦するために東京へ上京しよう
と思うと、いろんな不安要素がありま
すよね。
津羽沙：そうですね。でも、こっちに
来て良かったって思うことがたくさん
あります。ひとつは、東京に来なけれ
ば出会うことができなかった人たちと、
たくさんのつながりを持てたことです。
人との出会いの一つひとつが重なって、
今ここにいる自分が存在している奇跡
に驚いています。そこに一番音楽の魅
力を感じますね。とにかくいま出会う
ことができている周りの人たちには感
謝でいっぱいです。あとは、身近に感
性を磨く場所がたくさんある。どんな

表現の仕方でも、ひとつのステージや
作品に一生懸命になれる人の姿にはパ
ワーをもらえています。
玉川：ブログ見てると、ライブにすご
い行ってる〜！って思う。
津羽沙：ライブハウスなんて行くとレ
ベルが高すぎてワッとなることも多い
ですけど、プロでもアマチュアでも、
音楽ライブでもどんな表現でも、一つ
の作品やステージに一生懸命になって
いる人の姿にはパワーをもらえます。
自分を振り返るきっかけにもなります
し。
玉川：そういうの大事。自分に足りな
いものだとか、自分が足りないものま
みれなことも見えますよね。
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神奈川県横須賀市出身。19歳からダンスを始め、横須賀、横浜、東
京などのクラブイベントで活動。ダンススクール「EXPG」にてイン
ストラクターをしながら､ さまざまなアーティストのバックダンサー
として活動。2007年1月､ 新生 J Soul Brothersのメンバーに抜擢
され、2009年2月にデビュー。同3月1日からはEXILEのパフォーマー
として多方面で活躍。

これは僕の持論なんですけど、
DANCEをする子は素直に育つと

思っています。今までDANCEをやって
来て、いろんな人と出会ったり別れたり、
今ではDANCEを教える番組（Eテレ『E
ダンスアカデミー』）や大学で講義をした
り、DANCEを通じてたくさんの人たちと
関わってきて思ったことです。まぁ一言で
言うといい奴が多いと言うか、いい奴ば
かりなんです（笑）。自分がDANCEをやっ
ているから僕はいい奴なんです！　なん
ていうつもりもありませんが（笑）、今ま
で出会った人たちは、性別、年齢、育ち、
国が違えど、みんないい奴ばかりなんで
す。
　でも実際のところ、これはなんでなん
だろう? と不思議に思った僕は、自分な
りに考えてみたんですけど、たぶん言葉
を持たない表現方法っていうことが大き
く関わっているのではないかと思いまし
た。
　言葉って嘘もつけるし、まわりくどく
も言えるし、駆け引きもできます。例え
ば、口喧嘩をしたら、わざと相手を傷つ
けることも言えますし、黙ったままだと何
考えているか分からなくて、さらに怒りを
買う場合もあります。でもDANCEの場

合、それが一切ありません。DANCEの
喧嘩といえばDANCEバトルですが、ま
ず触れてはいけないルールなので相手を
肉体的に傷つけることはないですし、嘘
もつけなければまわりくどく伝えることも
ありません。とにかく自分の持っている伝
えたいことを、DANCEで素直に全力で
相手にぶつけるバトルは、とにかくお互
いが気持ちいいのです。もちろん負ける
とめちゃめちゃ悔しいという気持ちにはな
りますが、そこで勉強することは、とにか
くDANCEを好きになって夢中に練習す
るしかないんだってことなんです。何年
か前に僕のダンサーの友達がダンサーの
彼女と付き合っていて、些細な事で喧嘩
になりその喧嘩が派生してDANCEバト
ルになったそうです（笑）。こんなことは
めったにないですが、もちろん終わった
後には仲直りしました！ たぶん言いたい
ことを全部素直に伝えきったんでしょう
ね（笑）。バトルに限らず、EXILEがやっ
ているようなステージでも、クラブでの
SHOWでも同じことがいえると思います。
お客様にDANCEで言いたいことを伝え
るにはかなりの練習やリハーサルが必要
ですし、伝えたいことをストレートに表現
するのが一番伝わりやすいと思います。

HAPPYなら笑顔でとか、怒っているなら
何かを破壊するような動きを入れるとか、
悲しい時には繊細に、目立ちたかったら
思いっきりハチキレて！などなど、とにか
く言いたいことをストレートに表現するの
がDANCEだと思いますし、見ている方
にはそれが一番親切な気がするからです。
　一言でDANCEと言っても、この世
界には限りなくジャンルが存在するので
一概に僕の言っていることが正しいとは
言いませんが、身体を動かす表現方法
としては間違っているともいえないので
はないでしょうか？ 今や日本では義務教
育の中にDANCEが入っていたり、本当
にたくさんのキッズダンサーがいて、習
い事の一つの選択肢に入るくらいになっ
てきました。神経系が成長する小学期や
身体系が成長する中学・高校の時期に、
DANCEをするのは間違いなくいいことな
のは前に研究したことがありますが、素
直な子に育つという説もこれからさらに研
究していきたいと思います。ご興味のあ
る教授さんなどいましたらご連絡お待ち
しています（笑）。最後に一言だけ言わせ
ていただきますが、これはあくまで僕の持
論です。

「DANCEをすると素直に育つ」第39回

EXILE TETSUYA“男を上げる”Monthly Column suppoted by ANGFA

（TOKYO HEADLINE vol.653より）
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